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◆◇◆さっぽろっ子サミットの様子◆◇◆ 

今月の 5 日、本校を代表して 2名の生 

徒がコンベンションセンターで行われた 

『さっぽろっ子サミット』に参加してき 

ました。「みんなの笑顔があふれる楽しい 

学校へ～わたしたちができること～」を 

テーマに、高校生も交え、有意義な話し 

合いができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

開拓精神 

札幌市立琴似中学校 学校だより 

前期終了によせて （主幹：宝田 友之） 

『三つ子の魂 百まで』 

●最近では「クマ」の出没が札幌市でも大きな問題になっています。琴似中校区の「三角山」も未だに閉鎖された

まま…。さてクマはともかく、かつて北海道にも「オオカミ」が生息していたことはご存じでしょうか。残念ながら人間の手

によって絶滅してしまいましたが●そして最近、インドではオオカミによる人的被害が深刻な問題になっているそうで

す。そのニュースを見て、はたと思いだしました。『オオカミ少女』のお話です。聞いたことがあるでしょうか。生まれて間

もない２人の姉妹がオオカミに育てられるというお話です。これは物語ではなくインドであった実話です●姉妹は名を

「カマラ・アマラ」と言います。どんな理由でオオカミに育てられたかは不明ですが、とにかく彼女たちは、オオカミと寝

食を共にし、完全にオオカミの生活に適応していました。衣服は身に付けず、四つ足で走り回っていました。しばらくし

て発見され、人間社会に連れ戻されましたが、当時の２人の推定年齢は妹が５歳・姉８歳前後です。しかし人間

社会に馴染むことができず、服を着せてもすぐに脱いでしまうし、２本足で立って歩く…という、人間なら当たり前のこ

とすらできません。最も困難を極めたのは「言語」を理解する…ということです●２人の脳に機能的な障害は何もあり

ませんでした。しかし、言語能力を完全に取り戻すことは、最後まで出来なかったようです。妹にいたっては、ストレスか

らか衰弱死してしまいました。…何故、彼女たちは「人間」に戻れなかったのか？それは人間の脳には物事を良く吸

収する時期…というものがあるからです。基本的な事柄は３歳くらいまでが大切だと言われています●『三つ子の魂

百まで』…という諺（ことわざ）があります。「三つ子」というのは「３歳」という意味です。つまり、３歳くらいまでに身につ

いたことは、百歳になっても残っているものだ…という意味になります。だからこそ、幼い時期を大切にしよう…という教

えが、諺として残ったのでしょう。なお、脳科学では、３歳までに脳の 90％が完成すると言われています。完成してい

ない 10％が思考や判断、記憶、感情の制御、コミュニケーションに関する部分（前頭前野というおでこの部分）です

●さて、中学生は三つ子ではありませんが、中学生の時期にこそ、大切なこと、覚えなければならないことがたくさん

あります。「オオカミ少女」の事実は、『ヒトは学習するときに適切な学習をしないと、人間社会での生活が難しい』…

ということを教えてくれます。覚えるべきことを覚えて、「ヒト」は初めて本当の意味での「人」になるのです。 

 

●生物学的に言えば、中学生の脳は発達のピークにあり、この時期までに、どれだけ人間として 

豊かな経験を積むか…ということが、後の「思考力」「判断力」「人間性」などにとって重要な時期 

となります（ちなみに機能的な完全完成は 20代前半…と言われています）。どのような「人」になるのかは、 

まさに今、どれだけの経験を積み、どれだけの努力をするか…ということにかかっているのです●失敗 

でも良いのです。大人になってからの失敗は困ることもありますが、子どものうちの失敗は、むしろ得難い経験として、

次の試練に生かされます●もうすぐ始まる合唱練習。挑戦し続けることこそが「成功」です。聴く人を感動させる歌

声を期待しています。 



１０月の教育活動 
日 曜 主な予定 給食 
1 火 立会演説会リハ ● 
2 水 【５時間授業】立会演説会 ● 
3 木 選挙結果公示 ● 
4 金 【６時間授業】 ● 
5 土   
6 日   
7 月 認証式・引継式リハーサル ● 

8 火 
【５時間授業】 
後期認証式・引継式 
第１回局団常任委員会 

● 

9 水  ● 

10 木 
特別日課 
３年学力テスト総合 B 

● 

11 金 
【６時間授業】 
合 唱 練 習 開 始 
第１回全校協議会 

● 

12 土   
13 日   
14 月 スポーツの日  
15 火  ● 

16 水 
【５時間授業】 
前期通知表配付 

● 

17 木 
【５時間授業】 
完全下校・部活動１７時再登校 

● 

18 金 
【６時間授業】 
３年合唱交流 

● 

19 土   
20 日   

21 月 
２年合唱交流 
３年学テ B得点通知表配付 

● 

22 火 

【３時間授業】 
札幌市教育研究推進事業 
避難訓練（３校時） 
PTA事務局会１６時 
完全下校・NO部活 DAY 

× 

23 水 １年合唱交流 ● 
24 木  ● 
25 金 合唱交流会（カナモトホール） × 
26 土   

27 日   

28 月 
【５時間授業】 
完全下校・部活動１７時再登校 

● 

29 火  ● 

30 水 
第２回局団常任委員会 
議長団講習会 

● 

31 木  ● 

※詳細は「月行事予定」をご覧ください。 

 

学校連絡アプリ「すぐーる」に関するお知らせ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１０月に入ると「合唱交流会」に向けた練習が始

まります。放課後に練習を行う場合もあります。練
習予定は学級毎に異なりますので、詳しくはお子様
とご確認ください。下校時刻が通常より
遅くなることもありますので、ご理解と
ご協力をお願いいたします。練習は 16 時
45 分には終了いたします。 

【体育大会の様子】上段３年・中段２年・下段１年 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※体育大会へのご声援、ありがとうございました。 

 

 

 

◆◇◆山の手図書館＆琴似中学校コラボ企画◆◇◆ 
先日配付されました「広報さっぽろ」に、山
の手図書館と琴似中学校 図書常任委員会
とのコラボ企画が掲載されました。 
「幼い頃に読んだ思い出の本」の紹介文
が図書館に飾られております。お立ち寄りの
際は、ぜひご覧になってください。 

 

「合唱交流会」の練習が始まります 

今年度の４月から利用が開始されました「すぐー

る」ですが、朝の入力は８：２５までにお願い
いたします。８：２５を過ぎても入力は可能ですが、行

き違いで欠席確認のご連絡をさし上げてしまう場合

がございます。８：２５以降は電話連絡でお願いいた

します。アプリでの入力は、何時からでも可能です。 

早めの連絡にご協力お願いいたします。 

◆札幌市教育研究推進事業のため、
３時間で下校となります。全学年、給
食はありません。 

◆◇◆合唱交流会のお知らせ◆◇◆ 
今年度の「合唱交流会」はカナモトホール

（市民ホール）で行います。生徒は現地集合・

現地解散となります。また、給食はありませんの

で、お弁当の準備をよろしくお願いいたします。 

 

保護者の皆様は、パンフレット持参で入場が

可能です。詳細は後日、ご連絡いたします。 

 

※会場内での映像撮影は 

ご遠慮ください。 


